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平成２９年７月１日（２）第７２号

１.法人運営事業
　・理事会（５回）　評議員会（４回）開催
　・監事会（１回）開催
　・評議員選任・解任委員会（１回）開催
　・会費の徴収
　・日常生活自立支援事業　
　・福祉基金の運営　
　・生活福祉資金貸付事業　相談及び貸付
　・生活困窮者自立相談支援事業
２.企画・広報事業
　・広報活動（社協だより年４回発行）
　・ホームページ活用
　・社会福祉大会の開催
３.地域福祉活動推進事業
　・福祉推進委員活動
　　研修会（年３回）、役員会（年２回）
　・友愛訪問
　　要援護老人に対する支援活動（月１回民生委員訪問）
　・無料給食サービス
　　独居老人等に対する支援活動（月２回）
　・男性料理教室（年４回）
　・福祉用具の貸出
　・高齢者助け合いサポート事業
　　独居又は高齢世帯へのワンコインサービス
　・あんしん見守りネットワーク活動の充実　
　　（該当地区45地区中35地区で実施・見守り希望者169名）
　・いきいきサロンの充実と拡大
　　リーダー養成研修会の開催、備品等貸出
　・地区（校区）別組織モデル事業
　　　　　　　　　（下宮地区公民館　福祉委員会）
　　校区におけるサロン事業を展開（下宮小校区）
４.福祉サービス推進事業
　・心配ごと相談
　　民生児童委員・行政相談委員・人権擁護委員による相談
　・弁護士による無料法律相談（年６回）

　・配食サービス（延べ2,362名　昼・夕）
　・高齢者等通所介護予防事業　自立者対象
　・ふれあいいきいきサロン介護予防出前講座
　・生活管理指導員派遣
　　自立者を対象にした生活援助、安否確認
　・障がい者デイサービス事業の推進
　・もちのき園職員出向　職員２名出向
　・出会い創出支援事業（結婚相談サロン）
　　毎月第４土曜日に実施　延べ89件、イベント開催
５.ボランティアセンター活動事業
　・ボランティア保険の加入
　・地域福祉学習連絡会の実施、地域福祉学習事業の実施
　・夏休みボランティア講座の開催
　・ボランティア連絡協議会の活動
　・災害ボランティアの研修会
６.共同募金配分事業
　・赤い羽根募金運動（10月1日から12月31日）
　・歳末たすけあい募金運動（12月1日から31日）
　・ふれあいいきいきサロン事業（各地区・団体30ヶ所）
　・子育て支援事業（各地区・団体3ヶ所　幼児園4ヶ所）
　・サンタクロース訪問事業
　　　　　　　　（町内幼児園　507名プレゼント配布）
　・歳末無料給食事業（無料給食対象独居老人　40名）
７.介護保険事業
　・居宅介護支援
　　ケアプラン 1,754件　介護予防プラン 271件
　　訪問調査 587件
　・訪問介護
　　訪問介護 5,279回　介護予防訪問介護 683回
　　障がい者自立支援 79回
　・通所介護
　　通常規模型通所介護　延べ6,894名
　　介護予防通所介護　　延べ671名
　・認知対応型通所介護　1,198名

事 業 報 告

　今日、少子・高齢化の進行や住民相互のつながりの希薄化等を背景に、社会的孤立、経済的困窮に起因す
る生活課題や介護問題等、福祉課題は従来に増して複雑化、多様化してきています。
　このような中で、誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けられる環境を地域住民の方々との協議で
築き上げていくことを目指して、各種事業に取り組みました。
　本年度は、第２期神戸町地域福祉（活動）計画の着実な実行を図るため、計画の重点目標に掲げている事業・
活動を実施しました。特に「ふれあいいきいきサロンの充実と拡大」のため、研修会の開催、介護予防出前
講座の実施、備品無料貸出などを行いました。また、シルバー人材センター会員による高齢者助け合い生活
サポート事業（ワンコインサービス）、地域福祉活動推進事業の地区（校区）別組織モデル事業を推進しました。
　その他、法人運営事業をはじめとし福祉サービス推進事業、ボランティア活動の推進、生活困窮者等の経
済的自立、日常生活自立支援事業、共同募金事業、介護保険事業などを積極的に推進し、利用者本位の心の
こもったサービスの提供に努めてまいりました。
　以下、地域住民の方々のご理解とご協力により、次の事業等を実施しました。

平成２８年度
社会福祉協議会事業報告
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収入の部 支出の部 資産の部 負債の部

純資産の部

科 目 名
会 費 収 入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事 業 収 入
介護保険収入
障害福祉サービス等
経常経費寄付金収入
受取利息配当金収入
そ の 他 の 収 入
積立資産取崩収入
収 入 合 計

金 額
2,874,000
784,900

26,403,167
14,103,466
159,850

140,591,281
164,560

10,000,000
15,139

1,237,211
10,019,430
206,353,004

科 目 名
人件費支出
事業費支出
事務費支出
助成金支出
負担金支出
その他の支出
基金積立資産支出
積立資産支出

支 出 合 計
当期資金収支差額合計
前期未支払資金残高
当期未支払資金残高

科 目 名
現 金 預 金
事業未収金
立 替 金
基 本 財 産
その他の固定資産

資産の部合計

科 目 名
事業未払金
預 り 金
退職給付引当金
負 債 合 計

基 本 金
里 村 基 金
国庫補助金等特別積立
その他積立金
次期繰越活動収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の合計

金 額
141,123,865
16,376,916
22,181,875
2,463,597
1,000,000
93,490

10,000,000
7,800,285

201,040,028
5,312,976

213,493,609
218,806,585

金 額
196,554,327
28,314,246
301,934
1,000,000

139,231,076

365,401,583

金 額
6,363,332

590
75,013,386
81,377,308

1,000,000
40,500,000
496,699

27,200,000
214,827,576
284,024,275
365,401,583

資金収支計算書 賃借対照表（単位：円） （単位：円）

収 入
206,353,004円

支 出
201,040,028円

会費収入
1.39％

寄付金収入
0.38％

経常経費補助金収入
12.79％

受託金収入
6.83％

事業収入
0.07％

介護保険収入
68.13％

経常経費寄付金収入
4.84％

障害福祉サービス等事業収入
0.07％

積立資産取崩収入
4.85％

その他の収入
0.59％

受取利息配当金収入
0.01％

人件費支出
70.19％

事業費支出
8.14％

事務費支出
11.03％

助成金支出
1.22％

負担金支出
0.49％

その他の支出
0.04％

基金積立資産支出
4.97％

積立資産支出
3.87％

平成２８年度
社会福祉協議会決算報告
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　6月15日（木）に新任福祉推進委員研修会を開催しました。任期半ばの交代に
より15名の方が新しく推進委員になられました。川瀬福祉推進委員長の挨拶後、
「福祉推進委員のてびき」にもとづいて福祉推進委員の役割等の説明をし、委員
さんとしての自覚、共通認識をもっていただきました。
　地域での良き相談者として、地域の見守り活動、社会福祉協議会の各種事業へ
の参加協力等、町民が地域で安心して暮らせるまちづくりを目指してご尽力を宜
しくお願いします。

　各地区の区長さんに福祉推進委員さんを選任していただき、区長さんや担当民生児童委員さんと連携しな
がら、ひとり暮らしの高齢者等のみなさんを地域のみんなで見守り、声かけなどを行ったり、隣近所の方々
からも協力していただきながら地域で支えあいを進めていく活動です。

新任福祉推進委員研修会開催新任福祉推進委員研修会開催新任福祉推進委員研修会開催

■福祉推進委員制度とは…

■新任福祉推進委員

主な役割 ●住民と社協のパイプ役
●地域における住民福祉活動の推進者（いきいきサロン・子育て支援事業 等）
●区長、民生児童委員への連絡調整（見守りネットワーク活動）
●各種研修会等への参加 等

（任期：H29.4.1 ～ H30.3.31） （順不同・敬称略）

鍛冶屋町 宮 川 千 佳 馬 渕　　  誠

森　　  多枝子

清 水　　 昭

大 場 忠 義 山 本 玲 子

森　　  茂 樹

日 比　　  章

粥 川 雅 人

北 村 哲 彦川　瀬 世津子

馬 渕 光 子

石　田 裕四郎

山 田 節 子

若 園 正 信

川 西

上 新 町

三 津 屋

落合・付寄

柳 瀬

新 瀬 古

東 方

和 泉

中 沢

加 納

幸 町

高 塚

清 水 町

中 島

新しい理事・監事・評議員が選任されました新しい理事・監事・評議員が選任されました

理事会、評議会において選任され下記の方々に決定しましたのでご紹介します。

〈理 事 任 期：平成２９年６月１６日～２年以内に終了する会計年度のうち最終の定時評議員会終結時〉
〈評議員任期：平成２９年４月１日～平成３３年度定時評議員会終結時〉

【神戸町社会福祉協議会　理事・監事・評議員体制】 （順不同・敬称略）

会 長 若 原 和 裕 児 玉 陽 夫 北 村 哲 郎

早 崎 妙 子

高 田 好 子

渡 辺 邦 子

窪 田 敏 彦

森 田 文 男

戸 川 賢 一

林　　保 司

松 本　   学

飯 沼　   満

古 澤　   潤

川 瀬 芳 彦

馬 渕 方 康

佐 藤 宮 雄

松  岡  加代子

福  田  富士江

山  川  ひとみ

小  川  みどり

祖  下  知洋子

副 会 長

理 事

理 事

監 事

評 議 員　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

評 議 員

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　
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　社会福祉協議会では、「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづ
くり」を目指して、町民の皆様と協力しあい、また、各種関係団体及び行政と連携
を図りながら地域福祉活動を展開しております。本会の事業は、皆様からの会費に
より、各種福祉事業に使わせていただいております。
　今年度も8月より各区長様を通じてお願いさせていただきますので、皆様のご理
解とご協力をお願い申し上げます。

平成２９年度

～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづくりを目指して～

地域福祉
活動の

　　　貴
重な財源

！

☆一般会費（１世帯あたり１口）…５００円

《主な使いみち》
●福祉推進委員活動の推進
●ボランティア活動の推進・育成
●福祉教育の推進
●男性料理教室等の在宅福祉推進事業
●広報誌「社協だより」の発行
●社会福祉大会の開催　など 社会福祉大会 ▶

◀ 福祉推進委員研修会
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地域福祉学習事業
　町内の各小中学校（５校）を指定し、地域ぐるみで生徒・児童を守り育てよう
とする取り組みを支援することにより、共に支えあう地域社会づくりを推進する
ことを目的に「地域福祉学習事業」を支援しています。

平成２８年度　地域福祉学習事業実績報告 （この事業は、共同募金の分配を受けて実施しました）

下宮小学校
【目的】

【内容】

【成果】

　様々な人のふれあいや体験的な活動を通して、福祉の心を養い、進んで福祉活動に参加しようとする
態度を育てる。

・学習を通して、福祉についての正しい知識を持つ。
・立場が違う人のことを理解して、相手の立場に立つことの大切さ
と思いやりの心を育てる中で、実践意欲を高める。

（１）高齢者、障がいのある方々の疑似体験
・体におもりを身に付けた歩行、イヤーフェンダーを付けての会話、
アイマスクを身に付け白杖を使った歩行など。

（２）幼児園訪問
（３）デイサービスセンター訪問
（４）福祉について学習したことを模造紙にまとめる。

・高齢者、障がいのある方々の疑似体験(介護者の体験など)を通して、相手の立場に立つ難しさや大切さ
を実感しながら学ぶことができた。また、実生活の中で自分ができることを考え、実践していこうと
する態度を育てることができた。
・幼児園訪問で、園児との交流を通して、幼児が安心して活動できるように思いやりある活動ができた。
・デイサービスセンター訪問の中での施設見学や講話、高齢者の方とのふれあいを通して、正しい知識
を身に付け、福祉について興味をもつことができた。
・福祉について学習したことをふり返り、興味をもったことについて調べ学習を行う中で、福祉につい
ての幅広い知識をもつことができた。

〈総合的な学習の時間〉

地域福祉学習事業
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北小学校
【目的】

【内容】

【成果】

・高齢者や障がい者とのふれあいを中心とした福祉学習を意図的・計画的に工夫し実践することで、他
への思いやる心を育てる。
・学校、保護者、地域との連携がより強化され、地域全体で支え合う温かい絆づくりを推進する。

○高齢者や障害のある方とのふれあい活動や手話学習の実施（「総合的な学習の時間」等）
・特別養護老人ホーム「りんどう」の訪問（高齢者との交流）
・高齢者や障がい者の生活疑似体験活動
・人権学習（ひびきあいの学習）
・総合的な学習の時間で学んだことを発表（学習発表会）
○祖父母参観・ふれあい教室など学校行事等でのふれあい活動
・祖父母や公民館関係の講師との交流
・登下校時における見守り隊の方との交流（感謝の会）
○異年齢集団による交流
・１年生と北幼児園の交流（伝承遊び・学校探検他）
・ゆ～ゆ～班によるふれあい活動（大縄跳び等）
○授業（クラブ・総合的な学習の時間等）での地域や保護者の方とのふれあい活動
・クラブやおはなしひろば＜講師＞
・野菜や米作り、みかん作り＜講師＞（２・３・５年生）
・町探検での交流（１～３年生）
・音楽療法や和太鼓の活動＜講師＞（なかよし）

・高齢者や障がい者とのふれあいや手話の学習等の活動を通して、高齢者や障がいをもつ方への理解を
深め、自分ができることは何かを考えることができた。
・保護者や地域との連携により、教育活動のより一層の充実が図られ、北地区全体で支え合う温かい絆
づくりが推進できてきている。
・幼児園や異年齢集団との交流を通して、異なる立場を理解し、他者を思いやる心と王学年としての自
覚が育ってきている。
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南平野小学校
【目的】

【内容】

【成果】

福祉活動を積極的に推進し、福祉教育の充実を図る。

○美化活動
・８月に実施。運動場や校内の清掃活動を全校で行った。
○心の教育推進活動
・年間を通して、植物や生き物の世話を行い、生命の大切さについて考える指導を行った。
・助産師、保健師の協力を得て３年「いのちの授業」を実施した。
・グリーンカーテン設置に伴って、プランターの整備や植物の世話等を行った。
・校区祭を「お弁当の日」として、家族で弁当をつくり、学校で一緒に食べた。
○伝統文化・達人の技の継承
・地域の達人から学ぶ（クラブ）（茶華道、俳句、絵手紙等）
・へちま作り、農園の栽培活動
○福祉学習【社会　総合的な学習　ともに生きる】
・５年：障がいをもった方やお年寄りとの関わり方についての体験や調べ学習を行い、11月に発表会
を開いた。
・子育て支援センター訪問。
・手話サークルの人に話を聞く。
・町社会福祉大会での発表
○地域への訪問・交流を年間を通して実施
・幼児園との交流　伝承あそび
○学校行事への招待
・運動会　・感謝する会　・校区祭（学習発表会）
○環境委員会の活動
・アルミ缶回収
・一円玉募金
○教職員の資質向上
・道徳教育研修会

・障がいをもった方やお年寄りとの関わり方についての学習をとおして福祉活動に関する理解を深める
ことができた。
・地域人材を活用した伝統文化を学ぶ活動や各交流活動、環境の学習・整備をとおして地域の方との触
れあいを深めると共に地域を知り、地域を大切にする気持ちをもつことができた。
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神戸中学校
【目的】

【内容】

【成果】

・福祉委員会を中心に、町社会福祉施設との交流を行い、他者を思い
やる心を育てる。
・地域の清掃、行事への参加、ボランティア活動への参加等を通して、
感謝の心、地域の一員としての自覚がもてるようにする。
・植物を育て、それを役立てることを通して、生命を大切にする心を
育てる。

１．もちのき園との交流活動、居住地交流
・コンポートフラワーづくり　　・調理実習　　・鉢花の購入
２．農園での野菜の栽培
・維持・管理費

１．神戸町社会福祉施設「もちのき園」で福祉委員会の生徒を中心に
　　交流を行い、講師を招いてコンポートフラワーを作りを行った。
２．卒業式に飾る鉢花を、各学級で水やりをして育て、式場を飾った
　　後に「もちのき園」に寄贈して交流を継続することで、福祉への
　　意識を高めた。 
３．特別支援学級の生徒が中心となり、校内の畑にさまざまな作物を
　　植えて育てた。収穫した作物を職員に販売（実習）したり、居住
　　地交流で調理実習を行ったりするなど、生活単元の題材にするこ
　　とができた。

神戸小学校
【目的】

【内容】

【成果】

　幅広い体験や活動を通じて、他を思いやる心をもち、進んで行動す
る児童を育成する。

・障がいのある方や高齢者の生活の様子や思いを資料、ＤＶＤや体験
などを通して知り、自分たちができることを考えることができた。
・「もちのき園」の訪問や社会福祉士、老人介護施設の方との交流に
より、福祉の仕事や活動に関心をもった。
・調べて分かったことを資料や福祉新聞にまとめ、地域の方や地域の
方に伝えた。
・パラリンピック２０２０へ向けての福祉ポスターを作成、応募した。
・校区祭をはじめ、福祉活動に携わっていただいた方々にお礼の手紙
を書いた。

　ＤＶＤや模擬体験用部品を活用して、障がいのある方や高齢者の方
の疑似体験をしたり、社会福祉士である保護者、老人介護施設勤務の
方々、「もちのき園」の方々からお話をうかがったりした。これらの
体験学習や講話などを通して、福祉の心を養うことができ、自分たち
ができることを考え、課題意識をもって活動することができた。

〈５年生　総合的な学習〉
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　神戸町社会福祉協議会ボランティアセンターには、２８団体
のボランティア団体登録（平成２９年６月現在）があり、町内
で各団体がさまざまな活動を行っています。

団 体 名 活 動 内 容団 体 名 活 動 内 容
神 戸 町
赤十字奉仕団

神戸町食生活
改 善 協 議 会

神戸町手話サークル
「ば ら の 会」

神 戸 町 介 護
家族と仲間達

傾聴ボランティア
ひ ま わ り

グリーンエコ
ご う ど

牛乳パックを
集 め る 会

北地区子ども
み ま も り 隊

北小学校支援
ボランティア

川 西
ボランティアの会

川 西 安 全
パ ト ロ ー ル

耀＝神戸＝明るい
社会づくりの会

おやこひろば
リトルスター

おもちゃ病院
「ば ら 工 房」

ウ ィ ズ

神戸ハーモニカ
フ ァ ミ リ ー

み る き ぃ

福祉推進委員

認知症の人と
家 族 の 会

認 知 症
サポーター養成

な か よ し 会

水 曜 会

丈六道子ども
見 守 り 隊

下 宮 区 安 全
サ ポ ー タ ー

し も み や
雑 技 団

子 育 て 支 援
「ほ っ と」

ごうど養老鉄道を
守 り 育 て る 会

神戸町民生委員
児童委員協議会

福祉施設訪問

子育て支援（情報交換、子育
てアドバイス等）

社協事業の啓発、協力、安心し
て暮らせる地域づくりの推進

認知症の人と介護家族の交流等

認知症の理解とサポーター養成

託児ボランティア

資源ごみ、アルミ缶、ペット
ボトルキャップの回収

丈六道区内登校時
あいさつ運動、見守り活動

下宮区内の児童（小学生）の
登下校の見守り活動

施設等での雑技
（曲芸、合唱等）

子育て支援（親子あそび、
レディースセミナー）

町内３駅の清掃活動、
養老鉄道存続活動

高齢者支援、子育て支援、
知的障がい者支援

施設訪問、軽作業手伝い等

食生活改善を通して生活習慣
病予防の普及、推進

手話学習、クラブ活動講師協
力、福祉大会手話通訳

喫茶サロン、交流会等

介護施設での傾聴活動

環境に関する出前講座、
推進活動等

資源ごみ（牛乳パック等）回収、
エコネットの資源回収

北小学校児童登下校等見守り

北小学校でのクラブ活動支援

資源回収

川西地区内の児童（小学生）
の見守り

南平野小学校の美化活動

子育て支援、母親の交流や
出会いの場づくり

一般家庭及び公共施設の備品
等おもちゃ修理

子育て支援、福祉施設訪問
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生活支援相談センター生活支援相談センター生活支援相談センター

１
２

４
５

６

３
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神戸町社協居宅介護支援事業所だより神戸町社協居宅介護支援事業所だより神戸町社協居宅介護支援事業所だより
夏の熱中症対策！

熱中症予防のための体調チェック！

熱中症予防のポイント

熱中症の症状が出たときは

熱中症予防のポイント
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　みなさんの生活上で、困っていること、
悩んでいることはありませんか。どのよ
うな相談にも神戸町民生児童委員・人権
擁護委員・行政相談委員の方が親切に相
談に応じ、援助をおこなっています。

７月　８日・15日・22日
８月　８日・22日
９月　８日・15日・22日

※15日は行政相談、
　22日は人権相談をかねます。

★相談時間
★相談場所

午後１時～４時
神戸町役場相談室

弁護士による
無料法律相談開催日 心配ごと相談

平成29年　 ８月23日（水）

・相談員　川島 和男 弁護士
・時　間　午前10時～午後３時（１件30分）
・場　所　神戸町社会福祉協議会 会議室
・定　員　８名（事前予約制）神戸町在住の方

予約先
神戸町社会福祉協議会まで
電話 ２８－０２２３

おもちゃ病院開院します!!おもちゃ病院開院します!!

結婚を真面目に考えている独身
の男性・女性を対象として、結
婚相談サロンを開設します。

♡相談場所

♡相談時間

（毎月第４土曜日）７月22日（土）
８月26日（土）
９月23日（土）

７月11日（土）
８月８日（土）
９月12日（土）
10月10日（土）

午後１時～午後４時
神戸町社会福祉協議会
　　　　　　　相談室

予約
不要

善意の寄付
ありがとうございました

善意の寄付
ありがとうございました

（３月15日～６月15日まで）

K様より　20,000円
桑名市Ｉ様より　15,000円

※ご希望に沿って、
　有効に使用させて
　いただきます。



平成２９年７月１日（14）第７２号

介護福祉士・ヘルパー２級・初任者研修修了者
資格をお持ちの方・ブランクのある方もどうぞ

子育て中の方から60歳くらいの方まで大歓迎！

空いた時間でお仕事してみませんか？

１時間からでもＯＫ！

週に２～３日から６日までご相談に応じます。

子育て中の方も、夏休み・授業参観等融通します。

和気あいあいと、明るく楽しい雰囲気です。

貴方も一緒にお仕事しませんか？

お電話
心よりお待ちしております

連絡先
℡ 0584-28-0223
担当：方山・武藤

ヘルパー募集ヘルパー募集ヘルパー募集
神戸町訪問介護ステーションでは、一緒に働いていただけ
るヘルパーさんを募集しています。利用者宅へ訪問し身体
介護・生活援助をします。

【賃金】
生活援助
　時給 1,000 円～
身体介護
　時給 1,500 円～
ユニフォーム貸与あり
詳しくはホームページ
をご覧ください

元気
の秘
訣

アド
バイ
ス

　高齢者の８割以上は、大なり小なり
「脱水症状」に陥っていると言われてい
ます。また、高齢者が閉じこもり気味
になる原因のひとつに「倦怠感」があり、
「活動量の低下」「脱水」によって引き
起こされると言われています。

「脱水症状」を避けるために、食事以外
に１日 1,500㏄の水分摂取が推奨され
ています。１日に 1,500㏄摂取するコ
ツは、「動けば一口のむ」の繰り返しで
す。「トイレに行って、戻ってきたら一
口のむ」など、こまめに水分をとりま
しょう。

水分・排泄・運動
１日1,500㏄の水分摂取


